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編集後記

今号の目次

・開館時間 /9:30 ～ 22:00

・休館日 / 月曜日、祝日、月曜日が祝日のときはその翌日、年末年始

◆アクセス / 山形駅改札より「東西自由通路アピカ」を通り霞城セントラル 22 階・23 階

★印刷と相談の方は１団体２名、２時間までの駐車券補助があります。

（霞城セントラルパーキング・山形駅東口交通センター駐車場をご利用ください。）

山形市市民活動支援センターご利用のご案内

・今後の講座、イベントのご紹介 ・ ＮＰO 道具箱

・ロッカー及びメールボックスの利用申請について

・センター職員のいちおし！

　20 　
山形市市民活動支援センター
〒990-8580
山形市城南町 1 丁目１－１霞城セントラル 22・23 階

ご応募いただいた愛称の中から、皆さんの投票によって
「山形市市民活動支援センターだより」の愛称が決まります！　

▲1月 15 日から 2月 15 日まで、当センター情報誌「山形市市民活動支援センターだより」の愛称を募集しました。
多くのご応募をいただき、ありがとうございました！そして、ご応募いただいた愛称の中から、皆さんの投票によっ
て愛称が決まります。投票の締切は 3月１５日です。皆さんの投票をお待ちしています！

電　話：023-647-2260　ＦＡＸ：023-647-2261 
メール：center@yamagata-npo.jp

山形市の市民活動の情報と支援センターからのお知らせをお届けする情報誌

山形市市民活動支援センターだより山形市市民活動支援センターだより

 

来年度のロッカー・メールボックス
利用申請開始しました

・山形市の市民活動団体のご紹介

　今年度も残すところ約 1か月。年度末は、成果のまとめ、会計処理などでどの団体の皆さんも忙しくなる時期ではな
いでしょうか。今回は、新年度を迎える前に、ぜひお伝えしたい情報をお届けします。今年度の総決算に向けて、そし
て新年度に向けて準備を始めましょう。

　平成２７年度のロッカー及びメールボック
スのお申込みを受付けています。ご利用を希
望される団体は、申請書をご記入の上 FAX 又
は窓口にてお手続きください。
※現在ご利用中で引き続きご利用を希望され
る場合もお申込みが必要です。
■ご利用期間
２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日
■ロッカーの募集数
（大）３６個　（中）２４個　（小）２８個
※（大）と（中）はＡ３サイズ、（小）とメールボッ
　クスはＡ４サイズ対応です。
■申込締切：２０１５年３月１日

センター職員のいちおし！

　皆さんお花見はどちらに行きますか？霞城公園や馬
見ヶ崎さくらラインが有名ですが、わたしがお勧めする
のは中山町にある「お達磨の桜」です。樹齢７５０年を
越えるといわれるエドヒガンザクラがあります。その他
の桜をあわせても三十数本しかなく、豪華さでは他の名
所と呼ばれる処にはかないませんが、ゆっくり落ち着い
て桜を楽しめます。須川左岸にあり堤の上からは遠くに
雪の残る山々が望め、コントラストを楽しむことができ
ます。霞城公園の桜よりも数日遅れて開花しますので、

スタッフが気になることやおすすめしたいことなどをご紹介します

平成 27 年 2 月 15 日発行

みんなでチャレンジ！
今すぐできる社会貢献 vol.3

　ＮＰＯ・市民活動は多様な担い手によって支えられてい
ます。この内、社会人経験のある人がボランティアとして
ＮＰＯ・市民活動に参画することにより、実務能力の向上
はもちろん、その他にも、活動の幅が広がることや、新た
な視点の気付きが得られる等の相乗効果が期待されます。
　関わり方には決まった枠組みがある訳ではなく、個人・
団体でも、多様な関わり方があります。

・ みんなでチャレンジ！

　今すぐできる社会貢献 vol.３

テーマ 社会人ボランティア

今すぐ誰にでも始められる ”社会貢献 ”に注目！

当センターでも・・・・
「パソコンお悩み相談室」の開
催にあたっては、㈱アイエス
エフネット様より、プロボノ
として講師のご協力を頂いて
おります。

ＮＰＯ道具箱

『活動計算書に変えてみよう！』

ＮＰＯを応援する仕組みをご紹介します

　２０１２年４月にＮＰＯ法が改正され、計算書類の「収支計算書」が「活動計算
書」に変わりました。ＮＰＯ法人が毎事業年度終了後に事業報告書や活動計算書を
作成するのは、会員や支援者、一般のみなさんに対して、法人としての活動内容や、
支援を受けた内容とその使途・成果、そして計画に対する進捗・達成率を詳しくわ
かりやすく知らせることで、全国のＮＰＯ法人が統一した形式にしようと取り組ん
でいます。「活動計算書」で、ミッション達成のためにみなさんからより多くの理
解と支援を得る様にしましょう。

どうして「活動計算書」が必要なの？

　活動をたくさんのみなさんに知ってもらい、より多く
の支持を得るために、計算書類等の会計報告書をつくる
統一のルールとして「ＮＰＯ法人会計基準」があります。
このパンフレットでは、この会計基準に沿った、新しい計算書類の作成につい
て説明しています。ご興味のある方は、当センターにお問い合わせください！

どんなパンフレットなの？

～ＮＰＯ法人への新会計基準の普及パンフレット～ 

　プロボノとは、各分野の専門家が、職業上持っている知
識・スキル・経験を活かして社会貢献するボランティア活
動全般のことを指しています。プロボノは社会人ボラン
ティアとしての関わり方の一つです。

・応募多数の場合は抽選となります。
・申込締切後に空きがある場合は随時申込を受付いた
します。
・ロッカー及びメールボックスのサイズ、空き状況等
詳しくはセンターまでお問い合わせください。

賑わいの中で見る桜を楽しんだ後、落ち着いた雰囲気の
桜を楽しんでみては如何でしょうか？ちょっとわかり
にくい所にあります
し、春の先取りも
したいので早めの
情報提供です。
    　　　　　（那須）

プロボノとしての関わり方

社会人ボランティア及び
　　　　　　プロボノの例

総務・経理、広報・宣伝、
パソコン支援、経営サポート 
など

冬来たりなば春遠からじ。春はもうすぐですね。
皆さんの新しいチャレンジ、センターでも応援
していきたいです！（柴田）

通算 20回
　　記念号！

※この冊子は山形市からの受託事業「ＮＰＯ法人への新会計基準の普及事業」
の一環としてＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミルが制作しました



今後の講座・イベントのご紹介

　

　

市民活動のご紹介

■お問い合わせ先
えがお大作戦
WEB ページ
http://www.yamagatahigashi-h.ed.jp/htdocs/?page_id=64

　2012 年に山形東高校生徒会が開始した「※えがお大作戦～アフ
ガニスタンに贈るランドセル～」をご存知でしょうか。活動が今
年 3 年目を迎え集大成ということで、他校からの協力も得てより
多くのランドセルを集めるため、今年度当センターの会議室を利
用して「えがお大作戦」実行委員会が開かれてきました。集まっ
たランドセルの発送式を行うということで取材をさせていただき
ました。
　発送式の日、７校の生徒が集まっているので当然制服も様々。
違った制服の生徒が協力し合いながら同じ活動をしている姿は
中々見かけませんが、それぞれの顔を見ると実に楽しそうで、輝
いていました。外のイベント広場で発送式がスタート。発送式の
進行も生徒たちで行い、山形東高校・鈴木幹大実行委員長、同校
須貝教頭先生の挨拶に続き、霞城学園高校・笹島良太副実行委員
長から正式な成果発表があり、今日発送するのが 308 個であるこ
とがわかりました。
　

山形東高校生徒会と
山形北・日大山形・山形工業・山辺・霞城学園・楯岡高校生徒会

山形市の

取材日 ２０１４年１０月１９日 （日）

ＮＰＯ、ソーシャルビジネス、社会貢献事業等の地域や社会の
課題を解決するビジネスに関心がある方向けの勉強会です。
■日　時：２月２６日（木）１９時～２１時
■会　場：山形市市民活動支援センター会議室Ｂ
■締　切：２月２２日（日）

2014 年 「えがお大作戦」 合同発送式

きいてあるいて　
市民活動はじめの一歩講座「てくてくまちあるき」はじめてのソーシャルビジネス

　山形東高校横山哲先生によると、横浜港からアフガニスタンへ
の国外運送費 ( 一個につき 1800 円 ) は各学校で学校祭や募金を行
行って非政府組織（ＮＧＯ）ジョイセフへ送金し、第一貨物さん
の山形から横浜港までの国内郵送費
は、各学校合同での募金活動や山東
の学校祭での売上金と企業協賛金か
ら拠出しているとのことでした。
　記念撮影の時に見せた「えがお」、
トラックを見送るときの「えがお」、
こんな笑顔が広がれば暗いニュース
も減るのではないかと感じました。

（那須）

新年度に向けて新しいチャレンジの準備を始めてみませんか？

山形市で活躍している市民活動団体の皆さんのお話を聴きなが
ら、一緒に街を歩いて活動を体験します。
■日　時：２月２８日（土）９時３０分～１２時頃
■場　所：山形市市街地　（集合：山形まなび館交流ルーム２）
■講　師：山形市観光ボランティアガイド協会
　　　　　霞城まちなみ案内人の皆さん
■締　切：２月２４日（火）

３月１日開催　
未来への種！希少生物の DNA を見てみよう

てきた多くの方々との信頼関係によるものなのだと思います。
　彼ら自身の体験と、地域が抱える問題を見つめる中で芽吹いた志
は、１１年目にして文化祭
という大きな花を咲かせる
までになりました。進化し
続けるぷらっとほーむとそ
の場に集う人たちの活動に
は、これからも目が離せま
せん。（花屋）

ぷらっとほーむ

■お問い合わせ先
若者たちの居場所／学びの場づくりＮＰＯ　ぷらっとほーむ
〒990-0041　山形市緑町４丁目１０－３ ファートンビル３階Ａ
電　話　　     ０２３－６６４－２２７５
メール　　     plathome@khaki.plala.or.jp

取材日 ２０１４年 11 月２日 （日）

若者文化のミュージアム 「ぷらフェス」

　ぷらっとほーむは、若者の居場所づくりとまなびの場づくりに
取り組んでいる団体です。その皆さんが、１１月２日、これまで
の歩みと、そこから生まれた様々な活動を一同に介した文化祭「ぷ
らフェス」を開催しました。
　この開催には、これまでに自分たちが行ってきた様々な取り組
みを社会に広く発信するために。そして、文化祭の成功に向けた
共同作業を通して、仲間同士が様々な学びや達成感を得る機会に
したいとの思いが込められています。
　会場では様々な催しが行われていました。彼らの活動の中心で
あるフリースペースはもちろん、トークライブ、コスプレ体験、
不登校・ひきこもりについて語る会、パステル画体験、古本交換会、
そして歌声喫茶に花笠踊りと、終始賑やかな文化祭でした。
　この文化祭は、フリースペースに集う様々な社会背景を持った
若者たちが、一つの大きなイベントを成功させたという点で大変
意義深く、また、ミニライブの開催に必要な協賛金が目標の１５
万円を超える額に達したのは、ぷらっとほーむがこれまでに築い
　

ポートに関われる人が増えればいいですね。塾でも家庭でも学校で
もない『学び場プラス』の活動は、夜の闇の中の暖かな灯火のよう
に感じました。（有川）

■お問い合わせ先
学び場プラス
〒990-0041　山形市緑町 4 丁目１０－３　ファートンビル３階 B
電　話　　　０８０－５７４７ー０５９３
メール　　　 manabiba.plus@gmail.com

取材日　2014 年 11 月 1 日 （土）

小中高校生向け無料学習支援教室

　「学び場プラス」は、塾や予備校に行きたくても行けない子ども
達に対する学習支援の活動に取り組んでいる団体です。寒い夜に
お伺いして話をお聞きしました。
　教室が開催されている部屋は、学校の教室にあるような机、椅子、
長テーブルがあり、学習参考書や参考図書もあります。ホワイト
ボードを使って「数学」に取り組んでいる生徒や、スタッフとマ
ンツーマンで「理科」や「化学基礎」に取り組んでいる生徒など、
高校生と中学生が熱心に学習していました。温かい雰囲気の中で
サポートしている学生スタッフも、笑顔で見守りながら何だか楽
しそうです。
　ここでは、学習者の困っていることやつまずいていることに、
スタッフ側から寄り添いながら、一緒に課題を見つけて解決して
いく姿勢で、学習指導ではなくあくまでも学習支援です。「進路指
導や受験指導はできないけれど、この場所で自分が学習に取り組
むためのきっかけ作りができれば嬉しい。」という代表の言葉が印
象的でした。このような場の情報が多くの生徒に届き、そしてサ

山形で活動する４０の市民活動団体が、ダンスや落語、クイズ、玉
こんにゃくの販売などで、日頃の活動紹介を行います。市民の皆さんと活動団
体との出会いと交流の場です。市民活動をしている私たちと皆さんが、いっしょ
に考えて・ときめいて、たくさんのステキな出会いがまっていますよ！素敵な
景品が当たるスタンプラリーも開催します！子どもも大人も楽しめるイベント
です。入場無料ですのでお気軽にご来場ください。

【日時】２月２２日（日）１２時３０分～１５時３０分頃
【場所】山形市霞城セントラル１階アトリウム（山形市城南町１－１－１）

「第７回やまがた市民活動まつり」
を開催します！ 会場内の当センター展示ブースに、

投票箱を設置します。ぜひ会場で
一票お願いします！

この情報誌の愛称を投票できます

山形大学小白川キャンパスの SCITA（サイタ）センターにて、
希少生物のDNAを取り出して観察するプログラムです。さらに、
取り出した DNA をネックレスにする作業や、普段見ることが
できない理学部棟の実験室の見学も行います。

マネジメント講座
＝総務・労務編＝SAVEJAPAN プロジェクト 2014

満員御礼
！ ＮＰＯの運営に必要な総務・労務。労働基準法、社会保険、

労働保険の基本をおさらいします。
■日　時：３月　４日（水）１４時～１６時（労働保険）
　　　　　３月１１日（水）１４時～１６時（社会保険）
　　　　　３月１８日（水）１４時～１６時（労働基準法）
　　　　　３月２５日（水）１４時～１６時（労働基準法）
　　　　　　※４回連続の講座です。
■場　所：山形市市民活動支援センター会議室Ｂ
■講　師：鈴木利右エ門さん（行政書士）
■締　切：２月２８日（土）

まなび場プラス

SAVEJPANプロジェクトとは…
４７都道府県の NPO と地域の皆さまと、損保ジャパン日本
興亜株式会社が一緒になって、全国各地で「いきものが住み
やすい環境づくり」を行うプロジェクトです。

　

走を目指すことができます。
　いよいよ 14 時。13 チームが一斉にスタート！小学生と大人のチー
ムではもちろんスピードは違いますが、タスキをつなぐため一生懸命
に走る姿が見受けられました。
1 周 400 メートルのトラックを
2 ～ 3 時間走り続けるため、走
ることが単調になりがちです
が、スタッフによる実況やス
タッフのサポートといった楽し
い演出もあり、参加者が “ 走る
ことは楽しいこと ” と思うこと
ができるイベントになっている
と感じました。（佐藤）
■お問い合わせ先
特定非営利活動法人山形 TFC
〒990-2481　山形市あかねケ丘２ー８ー３ー２０２
電　話　　　０２３－６４６ー４４０１ 
メール 　　　info_tfc＠yamagata-tfc.org

取材日 ２０１４年 11 月９日 （日）

「絆チャレンジ 2014 ～タスキをつないでフルマラソンに挑戦～」

　NPO 法人山形 TFC は、誰もが参加できる地域の陸上競技クラブ
を目指し、未就学児から高校・一般の選手、初心者から上級者まで、
すべての人が陸上競技に親しむ環境を提供しています。
　普段は、クラブ会員のみなさんのための練習会が中心ですが、
３大イベントとして、世代ごとに 50 メートル走のチャンピオン
を決める「ダッシュ王選手権」、110m ハードル、走幅跳、砲丸投
等の複数競技を競う「混成競技記録会」、そして今回取材させてい
ただいた「絆チャレンジ」、また、種目を限定したクリニック、
健康増進教室など、非会員の方でも楽しめる活動も行っています。
　さて、今日は「絆チャレンジ 2014」を取材するべく、あかねヶ
丘陸上競技場におじゃましました。
　今回の競技方法は、「1 人 1 周（400 メートル）以上走って、次
の走者にタスキを渡してリレーをし、フルマラソンの完走を目指
す」というもの。競技場を 105 周と 195 メートル走ることになる
そうです。様々な面白い特別ルールがあり、例えば世界記録の 2
時間 2 分 57 秒以降になると、各チーム 3 人までが同時に並走でき、
その場合は 1 周が 3 周とみなされる等、楽しみながらチームで完
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※紛争などにより教育の環境に恵まれない
アフガニスタンの子どもたちに、不要に
なったランドセルをジョイセフを通して贈
るプロジェクト。

初開催！

2015 年度も
開催決定チュ！


